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第 部 基本構想 
第 章 社会環境 河内町 特性 

第 節 河内町 取巻 社会環境 

．⼈⼝や世帯 関 向 

⽇本 総⼈⼝ 平成 キ0 年 減少局⾯ ⼊ ⼈⼝減少社会 訪 平均寿
命 延伸及 団塊世代 ⾼齢期 迎え 影響等 更 ⾼齢化 進展
⾒込 総⼈⼝ 占 ⾼齢者 ケグ 歳以上 割合 平成 キキ 年 約 キギ％
平成 グキ 年 約 ギケ％ 増加 ⾒込 い  

⼈⼝減少や超⾼齢化 国内需要や労働⼒ 減少及 地域活⼒ 低下 経済 規
模 縮⼩ 地域 ュ 崩壊 医療や年⾦ い 社会保障費 増加 国や地⽅公共団
体 財政悪化 社会生活基盤 劣化 ⽇本社会 あ ゆ 分野 影響 及 始

い  
国 挙 地⽅創生 進 急激 少⼦⾼齢化 進展 的確 対応

地域 い ⼈⼝減少 進⾏ 可能 限 食い止 将来 わ 活⼒あ 地域
社会 維持形成 い ⼈⼝ 経済 地域社会 課題 一体的 取 組 求

い  
 

．産業や経済 関 向 

⽇本 経済情勢 ン 東⽇本⼤震災 伴う⼤ 落 込 後 震災復興需
要 ⼤胆 ⾦融政策 機 的 財政政策 ⺠間投資 喚起 成⻑戦略 ギ 本 矢

いわゆ ベ 効果 ⼤企業 中⼼ 業績 次第 上向い い
就業⼈⼝ 約 ゲ 割 占 中⼩企業 波及や国 ⽇本銀⾏ 目指 賃⾦ 上昇
％ 目標物価上昇 平成 キコ 年度 い 未 達成 い 上記 通 今後我
国 ⼈⼝ 減少 一途 予測 GDニ 成⻑ 容易 い 予

測  
一⽅ 世界経済 牽引 中国経済 成⻑率鈍化 顕著 他

経済 低迷 英国 Eバ 離脱 や米国 ハニニ 環太平洋経済
連携協定 ⾒直 論 化 回帰 ⼤ 舵 切

あ 状況 国際的 多発 中 世界経済情勢 不透明
増 い 言え  

う 経済 状況下 い ⼈⼝減少 著 い地域経済 状況 一層厳
増 地⽅ ⾃治体 効率的 ⾃治体経営 求 う う 情勢
中 茨城県 生活 産業 未来 拓 ベ ン⼤県い 題 ツCハ
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ゼツ タ 技術 活⽤ 安全 安⼼ 質 ⾼い暮 創造 未来 支え
切 開 産業 創造 ⽇本 ⾸都圏 発展 貢献 将来像 描 い 未来共創
ン 策定  

 
．安全 安⼼ 関 向 

東⽇本⼤震災 経験 今後 ギ0 年以内 発生確率 ゲ0％ 予想 ⾸都圏直下型地
震 南海 巨⼤地震 広範囲 及 巨⼤津波や 平成キゲ年9⽉ 発生 関東 東北豪
雨 栃木県 茨城県 ⻤怒川 氾濫 ⼤規模洪水等 発生 以
上 計画的 防災 減災対策 講 必要性 再認識 い  

国 国⼟強靭化基本法 基 国⼟強靭化基本計画 策定 災害時 機能
不全 陥 い経済社会 確保 図 い  

当町 い 東⽇本⼤震災 過去 災害 得 教訓 活 防災
対応 危機管理体制 構築 被害 抑え 減災対策 推進 必要 い  

⽇常生活 い 様々 場⾯ 安全 安⼼ 確保 環境 必要
い  

 
．情報通信技術 ICT 等 関 向 

近年 情報通信技術 ツCハ や科学技術 劇的 進歩 ⼈ 物 ⾦ 情報 流
加速 ⾒ 産業 生産性 ⾼ 生活 利便性 急速 向上 い  
ツCハ 活⽤ ワ 化 企業活 新 付加価値 創出 効率化 ュ

ン 拡⼤ 寄与 公共サ 提供 ⾼度化 ⼈ ⼈
⽅ 含  国⺠生活 ⼤ 影響 与え い  

今後 経済発展 原 ⼒ 科学技術 果 役割 非常 ⼤ 交
通 医療 教育 防災 様々 分野 ベ ン1 促進 成果 社会 円滑 取
⼊ 可能 基盤 整備 い 必要  

 
．価値観や タ 関 向 

⼈々 価値観や生活様式 多様化 物質的 豊 加え 精神的 豊
重視 傾向 強 い 働 ⽅や暮 ⽅ 多様化 仕事 生活 調和

ワ ン 実現 社会 構築 求 い 特 ⼥性 社
会進出 進 一⽅ 仕事 ⼦育 両⽴ 環境 整備 追い付い い い 現状  

                                                   

1 ベ ン： 新規軸 革新 新製品 開発 新生産⽅式 導⼊ 新市場 開拓 新原料
新資源 開発 新組織 形成 経済発展や景気循環 概念  
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核家族化や一⼈世帯 増加 ⼈ ⼈ 薄 あ 中
以上 ン 等 地域 ュ ⼒ 一層求 い ュ ン
点 い 情報通信技術 ツCハ  欠 い い ン

携帯端末 発展 普及 現在 情報発信や収集 利⽤ い
ャ ワ ン サ ノドノ ⼈ ⼈ ⽅や地域 魅⼒ 創出

発信 変化 与え い  
 

．⼥性 社会進出 関 向 

我 国 経済成⻑ ⼤ 妨 少⼦⾼齢化 いう構造的 問題 正⾯ ⽴ 向 う
国 平成 キコ 年 ケ ⽉ い ン一億総活躍 ン 閣議決定

希望 生 出 強い経済 夢 ⼦育 支援 安⼼ 社会保障 新 ギ 本
矢 戦後最⼤ 名目 GDニケ00 兆円 希望出生率 1ォコ 介護離職 目標
ン 中 ⼥性 活躍 一億総活躍 中核 位置 ⼥性 輝 ⽇本

題 ⼥性 社会進出 重要課題 一 挙 今後 産後 復職 継続
働 う企業 働 や 男性 家事 育児 介護 主体的参画 向 制度 ⾒
直 一層進 当町 い 一⼈ ⼥性 ⾃ 希望 応 職場
い 家庭や地域 い 個性 能⼒ ⼗分 発揮 社会 取 組 い 必要
あ  
 

．地⽅分権 地域主権 関 向 

市町村 権限移譲 徐々 進 分権型社会 移⾏ い 画
一的 基準 ⾏政運営 市町村 特徴 活 主体的 や⾏政運営
転換 図 い 加え 町⺠ 団体 企業等 主体 地域主権型 社会構築

向 地域⾃治 参画や ⾏政 協働 協創 仕組 求 い
住⺠ 情報公開や住⺠ 政策評価 政策形成 町⺠参画等

推進 い 重要 い  
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第 節 河内町 現状 
．急激 ⼈⼝減少 超⾼齢化 進⾏ 

⽇本 総⼈⼝ 既 減少局⾯ ⼊ ⼈⼝減少社会 訪 平均寿命 延伸及
団塊世代 ⾼齢期 迎え 影響等 更 ⾼齢化 進展 ⾒込 団
塊世代 後期⾼齢者 平成 ギゲ 年頃 ⽇本 ⾼齢化率 ギ0％ 超え 予測

い ⼈⼝減少 少⼦⾼齢化 労働⼒ 減少や地域活⼒ 低下 経済 規模 縮
⼩ 医療や年⾦ い 社会保障費 増加 ⽇本社会 あ ゆ 分野 影響 及 い

 
当町 例外 平成 ゲ 年 11ェゲキ0 ⼈ 近年 減少 続 平成

キゲ 年 9ェキ00 ⼈ 割 込 今後 更 減少 予測 い 総⼈⼝ 占
ケグ 歳以上 割合 表 ⾼齢化率 平成 ゲ 年 1コォゲ％ あ 平成 キゲ 年
ギクォギ％ 全国平均 キケォゲ％ 茨城県平均 キケォグ％ い ⼤ 上回 い  

 

 

出所 総務省 平成 キゲ 年度国勢調査  ッニ ：httル://wwwォムエstボtォgリォjル 
 

 現在 ⼈⼝ 転出⼊ 示 社会 態 出生 死亡数 示 ⾃然 態 加味
予測 国⽴社会保障 ⼈⼝問題研究所 将来推計⼈⼝ 当町⼈⼝ 平成グキ

年 グェ900 ⼈ 割 1グ 歳 ケク 歳 構成 生産年齢⼈⼝ 全体 クケ％程度
落 込 予測 い  
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出所 ：国⽴社会保障 ⼈⼝問題研究所 ⽇本 地域別将来推計⼈⼝  
ッニ ：httル://wwwォiルssォgリォjル/ルルエラムwムst/j/ラムwムst0ギ/ラムwムst0ギォボsル  
*平成キグ 年 ギ⽉ 推計 あ 平成キゲ 年 ⼈⼝ 上記 総⼈⼝ 推移 実績値 差異
生 い  
 

う 状況下 当町 平成 キキ 年 国勢調査 基 試算 ⽇本創成会議発表 消
滅可能性都市 コ9ケ 市町村 中 一 位置付 指標 あ 平成 キキ 年

ギ0 年間 キ0〜ギ9 歳 ⼥性⼈⼝ 減少率 ケケォ1％ 県内ワ ギ 位
消滅可能性 ⾼い危機的状況 あ 言え  

当町 世帯数 平成 1ゲ 年 ギェ10グ 世帯 以後減少 平成 キゲ 年
キェ9クケ 世帯 い 一⽅ 世帯あ ⼈員数 一貫 減 続 平成 キ 年 一
世帯あ クォキ ⼈ キグ 年後 平成 キゲ 年 ギォ11 ⼈ 約 1ォ1 ⼈減 世
帯あ ⼈員数 減少 平成 1ゲ 年 世帯数 減少 急速 ⼈⼝ 減少 い 要因

い  
平成 キゲ 年 世帯あ ⼈員数 全国平均 キォク9 ⼈ 茨城県平均 キォケ ⼈

本町 核家族化 進展 進 未 ⼤家族 多い 言え  
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出所 総務省 平成 キゲ 年度国勢調査  
 

 

．稲作中⼼ 農業 

本町 総⼟地⾯積 クェクギ0hボ う 農作物栽培⽤ 耕地⾯積 キェコギ0hボ 不作付
地キ含 あ 総⾯積 ケギォ9％ 占 農林水産省：市町村 タ 作付⾯積

稲作 キェ1ゲ0hボ 全体 9キォ9％ 占 続い ⻨類 ゲキhボ ギォ1％ 豆類 クギhボ
1ォコ％ 野菜類 キギhボ 1ォ0％ い 本町 県内 優良 穀倉地帯

近年 消費者 米離 傾向や 需要減 伴う米価下落等 農業経営 悪化 就農者
⾼齢化及 減少 急速 進 農地中間管理事業ギ 活⽤ い手等 農地
集積 安定 水田事業 確⽴ 望 い  

 

                                                   

 不作付地：農林水産省 統計調査 区分 あ 調査⽇以前 年以上作付
今後数年 間 再 耕作 意思 あ ⼟地  

ギ 農地中間管理事業：地域内 分散 錯綜 農地利⽤ 整理 い手 集約化 必要 あ
場合や 耕作放棄地等 い 農地中間管理機構 借 受 必要 場合 基盤整備等

条件整備 ⾏い い手 あ 形 農地 利⽤ う配慮 貸付 事業  
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出所 ：農林水産省統計情報 市町村 姿 統計 農林水産業
httル://wwwォヨボマhiヨuロボォヨボffォgリォjル/ヨボマhi/マリラtムラts/0コ/ククゲ/iラミムxォhtヨョ

．1 次産業 盛 特徴的 産業構造
本町 平成 キグ 年度

度 占 い 産業別 農林水産業 う 農業
造業 キ0ォ0％ 建設業 グォ9
1ケォギ％ い 茨城県全体 構成 比較 下記 特徴 あ 言え

 1 次産業 あ 農林水産業 農業 占 割合 ⼤ い
 キ 次産業 製造業 占 割合 ⼩ い
 ギ 次産業 不 産業 占 割合 ⼤ 卸売 ⼩売業 占 割合 ⼩ い

 

野菜類
1.0%

麦類
3.1%

豆類
1.8%

12 

：農林水産省統計情報 市町村 姿 統計 農林水産業
httル://wwwォヨボマhiヨuロボォヨボffォgリォjル/ヨボマhi/マリラtムラts/0コ/ククゲ/iラミムxォhtヨョ

 
盛 特徴的 産業構造 

年度 町内総生産額 キキケォク 億円 あ 茨城県全体
農林水産業 う 農業 99％以上 産業全体

グォ9％ 卸売 ⼩売 ケォグ％ 不 産業 キ0ォク
茨城県全体 構成 比較 下記 特徴 あ 言え

次産業 あ 農林水産業 農業 占 割合 ⼤ い  
次産業 製造業 占 割合 ⼩ い  
次産業 不 産業 占 割合 ⼤ 卸売 ⼩売業 占 割合 ⼩ い

稲
92.9%

飼料作物
1.2%

農作物の種類別作付面積

稲 野菜類 麦類 豆類 飼料作物

 

：農林水産省統計情報 市町村 姿 統計 農林水産業 平成 キゲ 年 
httル://wwwォヨボマhiヨuロボォヨボffォgリォjル/ヨボマhi/マリラtムラts/0コ/ククゲ/iラミムxォhtヨョ 

茨城県全体 0ォキ％程
％以上 産業全体 10ォグ％ 製

キ0ォク％ サ 業
茨城県全体 構成 比較 下記 特徴 あ 言え  

次産業 不 産業 占 割合 ⼤ 卸売 ⼩売業 占 割合 ⼩ い  

飼料作物



 

 

出所 ：
httル://wwwォルロムfォiポボロボkiォjル/kikボku/tリkムi/fukyu/tリkムi/ポムtsu/kムizボi/shityリsリラキ01ギ/

運輸業
2.1%

情報通信業
0.3%

サ ビス業
16.3%

政府サ ビス
14.3%

不動産業

運輸業
4%

情報通信業
3%

サ ビス業
17%

政府サ ビス
10
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出所 ：平成 キグ 年度茨城県市町村⺠経済計算 
httル://wwwォルロムfォiポボロボkiォjル/kikボku/tリkムi/fukyu/tリkムi/ポムtsu/kムizボi/shityリsリラキ01ギ/
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10.5%
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20.0%
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6.5%

金融 保険業
0.8%
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4.3%
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1.2%

町内総生産の構成比

平成キグ年度
町内総生産額
キキケォク億円
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2%

製造業
28%
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電気 ガス 水道業

卸売 小売業
10%金融 保険業

3%

不動産業
12%

政府サ ビス
10%

その他
2%

茨城県総生産の構成比

平成キグ年度
県内総生産額

10兆1ェ1キ1億円

 

 

httル://wwwォルロムfォiポボロボkiォjル/kikボku/tリkムi/fukyu/tリkムi/ポムtsu/kムizボi/shityリsリラキ01ギ/ 

製造業
.0%

建設業
5.9%

電気 ガス 水道業
1.7%

卸売 小売業
6.5%

建設業
6%

電気 ガス 水道業
3%



 

．⾞社会 主軸 都市整備
本町 都市間及 地域内幹線道路網

⾞道 あ 成田⽅⾯ 東関道⾃ ⾞道 ⾸都圏あ い 県
⾞道 繋 い ⾸都圏中央連絡

号線 繋 い 町中央部 茨城県 千葉県成田市 結 国道
断 輸送貨物⾞ 交通 要 い 主要地⽅道取手東線

東⻄ キケ ㎞ 及 町 生命線 い
圏 中⼼ 広域 利便性 向上 町内 鉄道

交通 い 交通 い ⺠間
経路 町内 横断 町営 ュ 主 交通機関 い

⾃ ⾞ 依存 タ 進展や利便性 問題
ワ ⾒直 利⽤促進 図 い 必要 い

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：Gリリgョムヨボル 河内町範囲指定

14 

⾞社会 主軸 都市整備 

都市間及 地域内幹線道路網 町 東部 縦断 形 ⾸都圏中央連絡
⾞道 あ 成田⽅⾯ 東関道⾃ ⾞道 ⾸都圏あ い 県北地域 可能 常磐⾃

⾞道 繋 い ⾸都圏中央連絡⾃ ⾞道 稲敷東ツC 県道
町中央部 茨城県 千葉県成田市 結 国道

断 輸送貨物⾞ 交通 要 い 主要地⽅道取手東線
㎞ 及 町 生命線 い 平成 キケ 年 稲敷東 ツC 開通 ⾸都

圏 中⼼ 広域 利便性 向上 町内 鉄道
交通 い 交通 い ⺠間運営 生板地区 取手駅間

経路 町内 横断 町営 ュ 主 交通機関 い
⾃ ⾞ 依存 タ 進展や利便性 問題等 利⽤者 減少 い 傾向 あ

ワ ⾒直 利⽤促進 図 い 必要 い

河内町範囲指定 

町 東部 縦断 形 ⾸都圏中央連絡⾃
北地域 可能 常磐⾃

県道10ギ
町中央部 茨城県 千葉県成田市 結 国道 ク0コ 号線 縦

断 輸送貨物⾞ 交通 要 い 主要地⽅道取手東線 東⻄ 延
開通 ⾸都

圏 中⼼ 広域 利便性 向上 町内 鉄道 公共交通 中⼼
運営 生板地区 取手駅間 1

経路 町内 横断 町営 ュ 主 交通機関 い
利⽤者 減少 い 傾向 あ

ワ ⾒直 利⽤促進 図 い 必要 い  
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河内町 ュ  
 

．利根川 洪水対策 軸 安全 安⼼対策 

温暖化等 起因 局所的 集中豪雨や台風 被害 近年増加 平成 キゲ
年 発生 関東 東北豪雨 利根川 新利根川 挟 位置 本町 安
全対策 意識 一層⾼ 地形的特徴 町 ⼤部分 両河川 挟

い 町内 ⾼台 全 平坦 あ 挙 万一利根川 決壊
場合 町内 全域 わ 洪水 発生 可能性 ⾼い 近隣⾃治体 避難
検討 必要 あ 町内全域 避難訓練 実施や災害時 広域⾃治体連
携 構築 必要 あ  

町内及 町外 移 手段 ⾃家⽤⾞ 主流 い 歩⾏者 ⾃転
⾞利⽤者 交通事故 防 通学路 安全整備 充実 求 い  
 

．⼩中一貫校開校 伴う教育改革 

本町 生板村 源清田村 ⻑竿村 ⾦江津村 ク 村 合併 町 あ 町
内 ⼩学校 ク 校 中学校 キ 校設置 い 近年 少⼦化 伴う児童 生徒数減
少 既存⼩中学校 1 所 統合 ⼩中一貫校 町 中⼼部 あ ⻑竿地区 平
成 キ9 年 ク ⽉ 中学校 平成 ギ0 年 ⽉ 義務教育学校 順次開校 予定
町内 一貫 教育 構築 新 河内町 郷⼟愛向上 目的

わ 学 導⼊や英語教育や ツCハ 教育等 独⾃教育課程 実施 可能
児童 生徒数 減少 伴い特 団体 ⼈数不⾜ 一部

部活 休止 得 い状況 あ 学校統合 児童 生徒数増加
教育 可能  

一⽅ 新 ⼩中一貫校 教育 場 児童 生徒 送 迎え ⾃然 ⼈
集 学校関係者や両親 地域 ⼈々 ュ 場 活⽤ 期待
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学校 開校 あわ 地域 ュ 核 う周辺 整備 検討 必要 あ
 

 

 
 

 
 

⼩中一貫校 平成 キ9 年 ク ⽉開校  
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第 節 河内町   分析 
．河内町 目標及 課題 
本町 限 全国 地⽅⾃治体 共通 い 若者 地元離

住⺠ ⾼齢化 対応 安⼼ 安全 ギ 本町 独⾃
問題 あ 同時 我 国 ⼈⼝ 態や⾃然環境 変化 いう外的要因 問題
言え ギ 共通 克服 い 本町 目標 あ わ 若者 地

元離 い止 活⼒ あ 町 ⾼齢者 快適 生活 町 万一 災害時
⼗分 備え 的確 対応 被害 最⼩限 抑え 町 目指  

対 本町 状況 照 合わ 個別 課題 浮彫  
 

  若者 減少  住⺠ ⾼齢化  安⼼ 安全  

テ
ー
マ
毎
の
個
別
課
題 

雇⽤ 機会増加 介護福祉 充実 災害時業務継続計画
策定 

交通機関 整備 交通機関 整備 災害 分析 必要
ン 整備 

医療体制 充実 医療体制 充実 災害発生時 医療体制
連絡体制 確⽴ 

出会い 機会増加 農家 後継 問題 解消 避難訓練 防災訓練 計
画実施 

⼦育 支援 充実  国 県 他市町村 連
携 協⼒体制 構築 

教育環境 向上  歩⾏者 ⾃転⾞利⽤者
交通安全確保 

町 魅⼒ 認知度向上  犯罪 い  

 

 

．河内町 ノヒナハ 分析 
本総合計画策定 あ 基本構想決定及 町 状況 分析 河内町 ノヒナハ

分析 ⾏い ノヒナハ 分析 ノ：強 ノtロムラモtャs ヒ：弱 ヒムボkラムssムs
ナ：機会 ナルルリロtuラヤtヤムs ハ：脅威 ハャムロボts 要因分析 環境変
化 対応 資源 最適活⽤ 図 事業戦略策定⽅法 一  

下記 通 定義  
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� 強 ：目標達成 貢献 町 特質 
� 弱 ：目標達成 障害 町 特質 
� 機会：目標達成 貢献 町 外部 特質 
� 脅威：目標達成 障害 町 外部 特質 

 

河内町 ノヒナハ 分析 

内
部 

強  弱  
1ォ 効率的 農業運営 
農地 ゴキォゴ％ 稲作 あ 効率的 作付

 

1ォ 公共交通機関 未発達 
⾞以外 交通手段 少 路線 ガ 路
線 い  

2ォ 都会 意外 近い 
東京都⼼ ⾞ ガォグ 時間 成田空港
カォグ 時間 いう⽴地 ⾞ 利便性 ⾼い  

2ォ 買物 不便 
町内 ョ ン ン 等⽇⽤品 買え 施
設 い ン 外食産業

い 町外 出 必要 あ  
3ォ ⼟地 豊 実 良い 
河内 ⼟地 古来 利根川 氾濫 何度

⼟壌 攪拌 事 肥沃 ⼟地 形
成 独特 粘度 ⾼い⼟壌 美味
い 米 沢⼭収穫  

3ォ 病院 銀⾏ い 
町内 病院 銀⾏ い 町⺠

町外 求 必要 あ  

クォ 自然 豊  

河内町 景観 穂
い
平線 ⾒え 町 言え

遥 遠 稲穂 望 都会
い⾃然 満喫  

クォ 産業基盤 乏 い 
農業 稲作 以外 際⽴ 産業 い

町内 雇⽤ 機会 少 い  

グォ 町内 全 平坦 地形 
本町 地形 ⾼低差 い 従 徒
歩 ⾃転⾞利⽤者 非常 優 い環境 あ

⼭地 無い ⼟砂災害 皆無 あ
 

グォ 高等学校以上 学校 い 
町内 ⾼等学校 ⼤学 い 地
元中学校 卒業 生徒 必 町外 学校

進学 若者 町 出 原因
い  

ケォ 小中一貫校 開校  
平成 キゴ 年 ⽉ ⼩中一貫校 開校

伴い 平成 3カ 年 新 校 廃校
予定 い 廃校利⽤ 新 産業
誘致 可能  

ケォ ⼈⼝ 少 若者 少 い 財政規模
小 い 

⼈⼝ ゴェカカカ ⼈程度 県内 い キ 番目
少 ⾼齢者⼈⼝比率 3クォキ％ 他市

町村 比 ⾼い 財政規模 県内 最⼩
あ  
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外
部 

機会 脅威 
1ォ 地方創生 関心 高 い  
地⽅⾃治体 疲弊 著 い中 地⽅創生
国 後押 い ⾃ 考え 実施 市町
村 事業推進 各種交付⾦ 支給

 

1ォ 国内 米 需要 低下 い  
若者 中⼼ 米 食 機会 減 米
需要 低下 い 米 中⼼ 関税
政策 対 諸外国 圧⼒等 今後
米価 下落 予測  

2ォ 安心 安全 健康 高い意識 
全国的 食 安⼼ 安全 関⼼ ⾼
健康食品 ⾼機能食品 脚光 当 い

 

2ォ 農家 高齢化 進 後継者 い い 
全国的 農家 ⾼齢化 進 ⼦供 農
業 離 い 傾向 強い 後継者不⾜
今後 農業 維持 問題 い  

3ォ 2カ2カ 年東京 ン 開催 
キカキカ 年 東京 ン 開催 国内
旅⾏者 ン ン 外国⼈観
光客 取 込 ン あ  

3ォ 大規模洪水 恐 あ  
⼤型台風 集中豪雨 回数 増え 利
根川 決壊 町全域 水没 ⼤規模
洪水 可能性 あ  

クォ 建物 ョン需要 高 い  
環境負荷 低減 目的 既存 建物

ョン 全 別 ⽤途 使⽤ 企
業 団体 増え い  

クォ 全国的 高齢化 今後 進⾏  
平成 キケ 年 キケォカ％ 総⼈⼝ 占 ⾼
齢化率 平成 3ゲ 年 3カ％ 超え 平成 グキ
年 3ケ％ 超え 予測 い  
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第 節 上位計画 地⽅創生総合戦略 流  
．茨城県 総合計画 
本総合計画 上位計画 茨城県 平成 キコ 年 策定 茨城県総合計画 い 未

来共創 ン あ 概要 基本理念 創  ⼈ 輝 元気 住 い い
~生活 産業 未来 拓 新 価値 創造~ 位置 目標 将来像

観点 設定 い 具体的 ： ⼈ 輝 い ： 活⼒あ い
： 住 いい い グ 年間 基本計画 い ： ⼈ 輝

い ： 活⼒あ い ： 住 いい 3 政策展開
基本⽅向 ク 合計 ガキ 個 設定 い 各 毎
重点 設定 県 特性 優位性 踏 え 積極的 解決 図 い  
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出所 ：茨城県総合計画 い 未来共創 ン  

 
． 創生総合戦略 

本総合計画策定 先⽴ 当町 平成 キゲ 年度 創生 河内町総合戦
略 策定 創生総合戦略 創生法 基 平成
キゲ 年度 初年度 今後 年 目標 施策 基本的⽅向 具体的 施策

総合戦略 基本的 考え⽅ ⼈⼝減少 地域経済縮⼩ 克服
創生 好循環 確⽴ 成 ⽴ い  
本町 総合戦略  

基本目標  河内町 安定 雇⽤ 創出  
基本目標  河内町 新 い 流  
基本目標  若い世代 結婚 出産 ⼦育 希望 え  
基本目標  時代 あ 地域 安⼼ 守 地域 地域 連携  
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基本目標 掲 目標 実現 下記 戦略⽅針 ⼈⼝ ョン 基
重要業績評価指標 テニツ 設定  

戦略⽅針  

 都会 意外 近い  穂
い
平線 ⾒え 町 わ 全国 交流⼈⼝

増加及 経済効果 発現 
 米 次産業化商品 全国展開 海外展開及 農業 多様化

河内農業戦略  
➂ ⾥帰 転⼊ 助成及 空 家活用 ン 実現 魅⼒あ 暮

勧 町内結婚 定住促進  
平成 3カ年度 開校 小中一貫校 空 校舎 活用 小 拠点形成

 
 
⼈⼝ ョン 基 重要業績評価指標 テニツ  

目標 ：今 年間出生数 3カ ⼈→ケカ ⼈ 年間婚姻数 組増  
目標 ：平成 キケ 年 例 転⼊数 ガコゲ ⼈ 転出数 キケゲ ⼈ あ 転⼊数 毎年

グカ ⼈増 夫婦 ガグ 組 う ⾥帰 転⼊ 組 加え ⾼校 ⼤学卒業生 計 ガカ ⼈
転⼊ う  

 
以上 経緯 本総合計画 上位計画 あ 茨城県総合計画 い 未来共創 ン

及 当町 年 総合戦略 あ 創生 河内町総合戦略 踏襲
ガカ 年後 あ 姿 あ 基本構想 策定 将来 向 当町 解決 課

題 明確 当⾯ グ 年計画 あ 前期基本計画 策定 同時 目標達成 必要
具体的 実施計画 ョン ン 策定  
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第 章 河内町 目指 姿 
第 節 町 基本理念 

 

 

わ 革命 消滅可能性都市 挑戦 
~⼈ い い 小 町 生 残 い！~ 

 

 

 
本町 コゴケ 市町村 消滅可能性都市 中 走 続 町⺠誰 誇

目指  
 

第 節 町⺠ 求 わ 像 
 

平成 キゲ 年度 創生 河内町総合戦略 策定 向 基礎調査 町
⺠ 生活実態 関 意識 い 把握 目的 本町 住 い 中学
生以上 ⽅ 中 性別 年齢 居住地域 割合 応 無作為 抽出 キェカコガ ⼈ 対
象 ン 調査 平成 キゲ 年 ガカ ⽉ 実施 ク3ォカ％ コゴグ ⼈ ⽅ 回答 頂  

調査結果 ⾒ 主 町⺠ 意思 次 い  
 
．住⺠ ン  
 河内町 住 い 積極的 評価 住 い いえ 住 い

あわ 3グ％  
 河内町 住 続 い 質問 対 今後 住 続 い 住 続

い 一度 離 い 戻 い 合わ ケケ％ あ  
 町内 住 続 い 理由 家 ⼟地 あ 家族 親族 い 住 慣 環境

⾎ 関係 習慣 理由 い わ  
 町外 移 い理由 ⽇常 買い物 不便 通勤 通学 不便 病院 医療施設

整 い い 働 場所 い あ 社会的 ン 及 雇⽤ 場 不⾜ 指摘
い  

 現況あ 使わ い 言い難い 本数 少 い 鉄道駅 連結
夜間 運⾏ 今後町⺠ ⽅々 使わ 運⽤⾯ 抜本的 改善

望 い  
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 河内町 空 家 全国平均 比 少 い 今後増加 予想 ン
結果 ⾏政 不 産賃貸 窓⼝ 移住者 受 ⼊ 考え  

 住⺠ ン 回答者 比較的⼥性 多 あ ⼦育 教育政策
関⼼ ⾼ ⼦育 支援 う 充実 求 い ⼦ 医療費助成

制度 充実 乳幼児 ⼦育 支援 充実 あ 河内町 将来像 教
育 ⼦育 環境 良い ⾼齢者 障 い者 安⼼ 暮 望 声 ⼤
い 平成 キゴ 年度 順次開校 ⼩中一貫校 ⼦育 教育 い 素晴 い結果

生 出 期待 い  
 
．産業経営者 ン  

 今回 回答い い 事業 業種 工業 多 次 商業 業 農業 コ％ あ
 

 年間売上額 3カカカ 万円以上 億円未満 多 億円以上 億円未満
続 億円以上 企業 ケ 社あ 従業員数 ガカ ⼈以下 半数 占  

 町⺠ 従業員比率 カ~グカ％ ゲガ％ あ 町⺠ 従業員比率 比較的⼩
町外 多 ⼈ 河内町 勤 来 い ン 結果 企業 可能 あ

町内 ⼈ 雇⽤ 増 い いう意識 読 取  
 今後 事業展開 事業 拡⼤ い グゴ％ 設備投資及 従業員 増加 い

ケゲ％ 占 事業展開 積極的 意⾒ 多い  
 町 商工会 望 補助⾦ 助成⾦ 取得指導 あ 企業連携 紹介

違 形 求 い  
 い 協⼒ 求 い 協⼒ い いう回答 多 今後 河

内町 い 企業 連携 あ 得 示 い  
 ⼈⼝減少 い 施策 就業 場 創出 挙 企業 多 産業活性化

い 産業 誘致 挙 活性化 施策 求 い  
 
．転⼊者 ン  

 転⼊先 決 理由 住宅 ⽤意 い 親族 知⼈ 住 い 生
育 場所 い 地 ⾎ 理由 い ⼈ 圧倒的 多い  

 転⼊ 年代 キカ 代 3カ 代 多 占 夫婦 未就学児 連 転⼊
多 占 結婚 親世代 協⼒ ⼦育 理由 考え  

 一⼾建 持 家 転⼊ 多 占 町内 家 あ ⼤ 理由 考え  
 ⾏政 寄与 転⼊ 現況 い  
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 転⼊ 町営住宅 間 い あ 生板地区 転⼊数 多 続い ⻑
竿地区 ⾦江津地区 源清田地区 順 あ  

 転⼊時 勤務先 近郊 多い  
 
．転出者 ン  

 主 転出理由 仕事上 都合 親 独⽴ 良い生活環境 求 学
校上 都合 多い 仕事 他 便利 暮 い地域 ⾏

い いう理由 挙 い  
 転出者 ⾒ 河内町 良い ⾃然環境 豊 田園風景 保全 い

一位 い 地 ⾎ 他 犯罪 災害 少 い 挙 ⼈ 少
い  

 転出先 決 手 通勤圏内 いう理由 他 交通 便 家賃 住宅価格
並 理由 挙 い  

 転出先 決 ⾏政 挙 ⼈ ク%い 転⼊理由 無  
 転出 ⾦江津地区 流出 多い 続い 生板地区 源清田地区 ⻑竿地区 順

あ  
 転出 年代 キカ 代 3カ 代 多 占 ⼦供 い 家庭 多い

教育環境 理由 転出 多い 転⼊者 ン わ 転⼊者
転出者 世代 多 占 転⼊ 増 転出 減 ⼦育 世代 結婚

世代 魅⼒的 施策 求  
 
．中学生 ン  

 河内町 住 い 肯定的 評価 住 い いえ 住 い
あわ クキ％ あ 今後 河内町 暮 い い 暮
い 進学 暮 卒業 戻 い あわ 3コ％ あ 一

⽅ 町外 暮 い グコ％ あ  
 河内町 暮 い理由 暮 家族 い ⾃然 あ

河内町 景色 好 挙 川 水田 空 い ⾃然環
境 生 い いう意識 あ 河内町 豊 ⾃然 景観 暮

中学生 評価 い  
一⽅ 河内町 暮 い 思わ い理由 買物 ⽇常生活 不便 電⾞

無い 少 い 不便 キ 圧倒的 多い  
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 就職 い コゲ％ 町外 希望 い 町 中 魅⼒的 仕事 ィ誘致 イ
重要 あ  

 地域 ⽅ 触 合い あ あ あわ ケカ％あ 地域活
参加 参加 時々参加 あわ グ3％あ 生 郷⼟愛

育 進学 一度町外 出 得 い中学生 河内町 意識 ⾼
将来 定住  

 学校 通学手段 ゴ3％ ⾃転⾞ 圧倒的 割合 占 合わ 割以
上 ⼦ ガコ 時 帰宅 い 学校統合 併⽤ 今後
⼦供 生活慣習 う変化 ⾒守 必要 あ  

 
．⾼校生 ン  

 河内町 住 い い 評価 住 い いえ 住 い あ
わ キケ％ あ 中学生 クキ％ ガケ％低下 い  

 今後 住 続 評価 い 今後 暮 い 卒業 戻 い 合
わ 3ガ％ あ 中学生 3コ％ ゲ％低下 い  

 河内町 暮 い理由 住 慣 愛着 あ 暮 親族 友⼈
い ⾃然環境 豊 魅⼒ あ 等 暮 い理由 い 公共交

通機関 い 買い物 ⽇常生活 不便 等々 中学生 ン あ 変わ い  
 通学地 取手市 最 多 龍 崎市 千葉県成田市 続 通学手段 家族 送迎

他 ⾃転⾞ キグ％ 電⾞ 徒歩 組 あわ い 家族 送迎 キグ％ 保
護者 負 ⼤ い ⾃転⾞通学 危険性 含 公共交通 検討 必要

あ  
 地域 ⼈ あい あ あ 33％ あ 中学生 ケカ％ 地

域活 参加 参加 ガケ％ 以前 参加 い 今 参
加 い キコ％ あ 若い世代 流出 食い止 中学生 段階 地域活

参加 交流 い ⾼校生 課題  
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第 節 基本戦略及 別基本構想 策定 
．基本戦略 策定 
前述 町 基本理念 住⺠ ン 調査結果 町 課題 ノヒナハ分析 結果 踏
え 理念実現 向 基本戦略 策定 基本戦略策定 あ 町 資源 言え

強 施策実施 追い風 機会 捉え 現状 弱点 あ 弱 克服
脅威 備え 軸 考え い  
 

基本戦略  〜 〜 学校 学校  

強   機会 
都⼼ 成田空港 意外

近い⽴地 良  
 

建物 ョン需要
増加 い  

⼩中一貫校開校 伴い廃
校 多数出現  

  

児童 生徒 対象 教育⽤ 学校施設 企業誘致  
⼤⼈ 幅広い層 多目的 使⽤ 学校  

 
基本戦略 東京都⼼ ⾞ ガォグ 時間 成田空港 カォグ 時間 意外 近い⽴地
良 ⼩中一貫校開校 伴 出現 合計 ケ 校 廃校 活⽤ 都⼼部 ⼗分

敷地確保 困難 あ 新築 増加要因 既存建物 ョン
注目 い 流 ン 捉え 廃校活⽤ 積極的 企業 誘致

児童 生徒 対象 教育⽤ 学校施設 例え 専門学校 職業訓練学校 あ
い 健常者 障 い者 共 利⽤ 施設等 幅広い層 多目的 使⽤ 学

校 ョン 目指  
基本戦略 学校 学校 い ⼈材 育成 他市町村 い独⾃ 教育

専門性 ⾼い技術 技術 磨 本町 全国あ い 世界 羽
い 活躍 ョ ⼈材 育成 目指 企業誘致 新 学校開設

伴い交流⼈⼝ 増加 雇⽤機会 増加 い 効果 期待  
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基本戦略  〜 〜 米 等 ケ 次産業化  

強   機会 
実 良 平坦  

広⼤ 農地 
 地⽅創生 国 後押  

   

米 使 革新的新素材 開発 
多様 物性 ⾼機能 食味 良  

 
基本戦略 実 良 平坦 地形 続 広⼤ 農地 本町 重要資源
活⽤ 地⽅創生 関⼼ あ 国 後押 助成⾦ 給付等 い
流 乗 米 使 革新的新素材＝米 ク 開発 町 全⾯的 支援 い

 
基本戦略 米 量産化 商品開発事業 効果 本町独⾃ ケ次産業化

⾼付加価値商品 開発 町 ニネ 新 産業 集積 雇⽤ 機会
生 農家 安定収⼊ 繋 期待  

 
  

                                                   

4 米 ：次頁 ガ 参照 
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米 ？ 
⾼ 米 普段私 主食 食 い 低 米 製粉

粒 水 加え 糊化 炊飯 ⾼速 断撹拌 施 Gムl 転換
多粘性物質 米 生成 技術 開発  

米 特徴 保水性 非常 ⾼ 水分量等 調整 わ い ⾼弾性
状 幅広 物性 制御 可能 あ ン 等 多様 食品 製

造 例え 原料 ⼩⻨粉 米 置 換え 可
能  様々 物性 制御 卵 油脂等 使⽤量 減 洋菓⼦類 製造
低 食品 開発 可能 ⼩⻨ 卵 使わ い食品 利⽤ 期待 地域産 米

利⽤ ⾼付加価値商品 開発 通 農業 ケ 次産業化 推進 貢献 期待  
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基本戦略  〜 〜 交通弱者 回避  

弱   脅威 
公共交通機関 乏 買

物 通学 病院等 通院
い ⽇常生活 不便 

 ⾼齢化 今後更 進⾏  

  

交通弱者 移 手段 生活物資供給 交通安全  
災害時 避難 回避 向  

 
基本戦略 本町 弱 あ 公共交通機関 未発達 起因 通学 通園 買物

病院 通院 い ⽇常生活 不便 可能 限 解消 図 本町 確実視
更 ⾼齢化 あわ 増加 ⾒込 交通弱者 移 手段 生活物

資 供給 交通安全 災害時 避難 回避 向 福祉 充実 町⺠ 健康維持推
進 図  

基本戦略 交通弱者 回避 い 移 手段 既存 運⾏
⾒直 ン 導⼊ 検討 現在 外出支援 拡充検討等 図
生活物資供給 宅配 導⼊ 検討 ング等先端技術 導⼊ 将来 物資

輸送 充実 視野 ⼊ い 交通安全 災害時 避難 対策 歩道 確
保 整備事業 推進 利根川水系 決壊 町内全域 水没 想定 防災計画 避難
計画策定 避難訓練実施 図 施策 町⺠誰 不便 ⽇常生活

支障 い 安⼼ 安全 暮 目指  
 

  

                                                   

5 ン：次頁 参照 
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ン ？ 
ン 無⼈ ⾶⾏ 可能 航空機 最近 ン

連 事 遠隔操作 ⾃ 操縦 可能 利⽤⽤途 広 い
注目 あ  
⼤ 手 軍事⽤ 使わ 本格的 航空機

様々 農業 軍⽤ 広範囲 渡 分野 活躍 期待 い  
 

  
ン⾶⾏状況 ン農業活⽤例 

 
 

ン搭載 ⼭崩 状況 ン 宅配  
 

キ 
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． 基本戦略 基本構想 
観点 策定 基本戦略 基本構想 整

理 下記 通 わ 基本戦略 い 教育⽴町 基
本戦略 米 世界 驚 基本戦略 不便 便利

基本戦略 基 基本構想 実現 合計
絞 毎 各施策 実施計画 ョン ン  

 

 
 

   

基本構想  
米 世界 驚  

基本構想  
い 教育⽴町  

基本構想  

不便 便利  

河内町の内外環境 

 

  

 
⽴地 良 ｸ廃校利用 

 

広大 ⼟地ｸ地方創生 

 

交通 不便ｸ 

進 高齢化 
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基本戦略 基本構想 構造 下記 通 整理  
 

基本戦略区分 基本構想 №  

 い 教育⽴町  

ガ 教育 

キ ⼈材育成 

3 定住促進 豊  

ク 文化 ィ イ 

 米 世界 驚  

グ 地域革新 

ケ 産業  

ゲ 農業戦略 

コ 交流社会 

 不便 便利  

ゴ 福祉 

ガカ 拠点  

ガガ 安⼼ 安全 

ガキ 生活環境 交通 ン 整備 
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第 節 ガカ 年後 目指 姿  
 

： い 教育⽴町  

当町 平成 3カ 年 ク ⽉ 全 ⼩中学校 統合 一 学校
当町出身 ⼦供達 ⼩中一貫教育 質 ⾼い魅⼒あ 教育 受
う 地元 わ 素晴 歴史 探求 農業 通 食育等 独⾃

わ 学 設 郷⼟愛 醸成 以上 図 い  
廃校活⽤ ン 操縦⼠ ⾶⾏ 技術者育成 目的 専門学

校 健常者 障 い者 共 技術 磨 合う 施設 職業訓練学校
施設利⽤者 ⻑期滞在 可能 宿泊施設等 転換 推進 い  

現状 テニツ：専門学校等新 学校⼊学者 カ 名 
ガカ 年後 テニツ：専門学校等新 学校⼊学者 キカカ 名 

 

 

：米 世界 驚  

当町 原材料 あ 良質 ⾼ 米 地元農家 供給 受 世界初 本格的
米 量産工場 本格稼働及 生産 構築支援 ⾏い 地元 近
隣加工業者 対 米 材料 ン 麺類 い 商品開発並 販
売 ケ 次産業化事業 参画 幅広 呼 掛 米 産業 一⼤集積地化

目指 低 ン 商品開発 期待 米 我 国 米需
要不⾜ 伴う米作 課題 払拭 可能性 あ 茨城県 ⼩ わ 米

世界 驚 夢 あ  

現状 テニツ：米 出荷額 カ 円 
ガカ 年後 テニツ：米 出荷額 3カ 億円 
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：不便 便利  

当町 公共交通機関 整備 不⼗分 あ 銀⾏ 病院 町 無 買い
物 施設 少 い 町⺠ 皆 不便 感 い ン 明

特 ⾞ 運転 い若年層 ⾼齢者 交通弱者 対
導⼊ ⾒直 ン 併⽤ い 交通 ン 充実

複合商業施設 誘致検討 今後 流通 在 ⽅ ⼤ 変え ン技術 遠隔診
療技術 積極的 取 ⼊ ⾃然環境豊 地域 便利 町⺠ 皆

感 満⾜度 ⾼い施策 ⾏ い  
 

現状 テニツ：住 続 い町⺠比率 3ク％ 
ガカ 年後 テニツ：住 続 い町⺠比率 カ％以上 
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第 章   基本構想 
第 節 わ 目指 年後   

テー  
―  

教育 

基本構想 

10 年後の

あ べ 姿  

 村 合併 河内町 統一意識 ⾼ 地域 核
学校 実現 

 町内全⼩中学校 統合 ⼩中一貫校 特性 生 教育課程
実現 

 英語教育 国際交流 ⼒ ⼊ 世界 通⽤ ⼈材  
 町出身 ⼦供 将来 河内町 戻 教育 環境 実現 
 教育 確⽴ 
 ⼦供 安⼼ 育 環境 確⽴ 
 特別支援教育 充実 
 生涯教育 推進 
 ョン活 充実 

テー  
ー  

人材育成 しごと・まち く  

基本構想 

10 年後の

あ べ 姿  

 廃校 利⽤ 専門学校 職業訓練学校 育成 ョ
全国 活躍 通 当町 知名度 転⼊者 実

現 い  
 町⺠ ⾃ 積極的 参画 体制 構築 い  
 町内 育成 専門的知識 有 技術者 ⼈材等 い

い 活躍 場 提供  

テー  
ー  

定住促進 豊 なく し く  

基本構想 

10 年後の

あ べ 姿  

 町⺠ い い 暮 地域 活 ⾃発的 参
画 社会 目指  

 進学 就職 い 町 離 若者 家族 伴 町 帰 定
住 町 目指  

 廃校活⽤ 専門学校 職業訓練学校開校 若者 定住化
目指  

 男⼥ 出会い 場 あ ン 等 継続的 開催 他市町村
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男⼥ 集う 魅⼒あ ン 開催 ⾏う町 目指  
 ン 取 無駄 い施策 実施 一⽅ 新 産業 誘致

財政 健全化 図  

テー  
ー  

文化 ・ス ーツ コ ュニテ く  

基本構想 

10 年後の

あ べ 姿  

 河内町 いえ 部活 強い場所 世 広 認 え 特徴あ
教育 目指  

 教育 あ わ 学 導⼊ 河内町 歴史等 関⼼ ⾼
郷⼟愛 育  
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第 節 わ 目指 年後   

テー  
ー  

地域革新 

基本構想 

10 年後の

あ べ 姿  

 官⺠ 協⼒ 組織 ⽴ 上 課題解決
整備 い  

 新 わ 直販 ン 各⼩ 拠点 ワ 化 ョ
ン 機能 同時 町外 交流拠点 機能 町内
町外 重要 機能 果 い  

 町内三 地区 福祉 文化 ⼦ わい 仕
事 交流 位置 機能 中⼼的 役割 果
う 施設整備 意義あ 運⽤  

 廃校利⽤ 活性化 他 各⼩ 拠点 拠点機能 発揮
ワ 化 相乗効果 利⽤活性化 進  

テー  
ー  

産業 く  

基本構想 

10 年後の

あ べ 姿  

 地域農産物 米 ン ン他 生 ケ 次化商品 キカ 品開発
う ガ 品 河内町 特産品  

 地元⾼ 米 使⽤ 米 生産事業 出荷額年間 3カ 億円
規模  

 町内 ⼩ 拠点等 観光資源 活⽤ 成田空港乗降客
国内外 観光客 呼 込 観光振興 実現 

 ン学校 中⼼ ン 農業利⽤ 関連企業 誘致  

テー  
ー  

農業戦略 

基本構想 

10 年後の

あ べ 姿  

 農地 集約化 進 農業 ⼤規模化 法⼈化 含 効率的 運
営 経営 ⾏う 

 米 原料 ⾼ 米 需要拡⼤ 計画的 転作
推進 農家 安定収⼊ 図  

 ン等先端技術 農業利⽤ 農業 効率化 目指  
 河内町 農業従事希望者 呼 込 農業後継者 確保  
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テー  
－  

交流社会 

基本構想 

10 年後の

あ べ 姿  

 茨城県内 市町村 内 財政規模 最⼩ ⼈⼝規模 下 キ 番
目 あ 消滅可能性都市 あ 当町 消滅可能性都市 活性化

全国 進 ⽅ ⾒学 問い合わ 常 あ
地⽅創生先進事例  

 ⾸都圏 ン 等 交流⼈⼝ 現在 グ 倍以上  
 国内 推進中 以上 市町村 友好都市 提携

定期的 情報交換 相互活性化 図  
 交流⼈⼝増加 社会増減 転⼊者 転出者 ゲカ 名増  
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第 節 わ 目指 年後   

テー  
ー － 福祉 

子育  

基本構想 

10 年後の

あ べ 姿  

 都会 意外 近い 豊 ⾃然 囲 ン 実現
安⼼ 安全 ⼦育 環境 充実 若い世代 ⼦育 希望 え  

 幼児虐待 未然 防  
 児童 拡充 

テー  
ー － 福祉 

各種保険 

基本構想 

10 年後の

あ べ 姿  

 町⺠ 健康 健康 意識改革 ⾏う 
 健康状態 管理 把握 年 ガ 回 健康診断 特定健康診断

受診 促 成⼈病等 早期発⾒ 予防 実施  
 健康  わ 実現 
 後期⾼齢者医療制度 理解度 向上 国⺠年⾦ 収納率目標 達

成  

テー  
ー － 福祉 

高齢者 

基本構想 

10 年後の

あ べ 姿  

河内町 いケ地域包括 充実 

テー  
ー － 福祉 

障 い者 

基本構想 

10 年後の

あ べ 姿  

障 い あ ⽅ 住 慣 地域 安⼼ 暮 ⾃⽴ 社会
参加 機会 提供 町⺠ 支え合う社会 形成  

 

  

                                                   

6 地域包括 ：病気 孤⽴ 問題 対応 う 地域 特性 あわ 医療 介
護 介護予防 住 い 生活支援 ⾼齢者 ⽇常生活 場 い 有機的

一体的 提供 仕組  
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テー  
ー － 福祉 

生活保護・低所得者 

基本構想 

10 年後の

あ べ 姿  

制度 適正 運⽤ 生活困窮者 必要 扶助 実施 就
労能⼒ あ 被保護者 対 積極的 就労支援 実施
早期⾃⽴ 目指  

テー  
ー － 福祉 

保健予防 

基本構想 

10 年後の

あ べ 姿  

健康意識改革 実⾏ 県内 クク 市町村中 位以内 平成 キケ
年時点 ガ ⼈当 医療費県内 クガ 位 健康 ン 達成  

テー  
ー  

まちの拠点 く  

基本構想 

10 年後の

あ べ 姿  

 廃校又 廃校 予定 い ⼩中計 校 学校機能 生
各種学校 ワ 住⺠ ― ョン 場等 ％

利活⽤ い  
 空 施設 い 旧給食 ン 旧 事務所 所 町 所有

古⺠家 旧⻑竿邸 観光 産業 拠点 活性化 い  
 町内 空 家 空 施設 町 転⼊者 短期滞在者 整備
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テー  
ー  

安心・安全 

基本構想 

10 年後の

あ べ 姿  

 洪水 地震等 災害 犠牲者  
 災害時役場機能正常稼働 
 災害時 初 対応 
 火災時 初期消火 実現 
 災害時 広域⾃治体連携実現 
 災害時 必要避難者 全員早期避難可能 防災対応環境 実現 
 災害時 情報発信 情報共有 災害時情報管理 
 避難場所 確保 周知並 災害時 避難場所 実現 
 犯罪 い 安⼼ わ 実現 

テー  
ー  

生活環境・交通 ンフ 整備 

基本構想 

10 年後の

あ べ 姿  

 交通網 再整備 住⺠利便性 向上 
 わ 水 緑 あい公園 充実 
 町営住宅 空 家 ン 等 整備 ⼈⼝流⼊促進 
 道路整備 利便性 向上 産業誘致  
 成田空港 騒音対策 充実 
 合併浄化槽 普及 
 下水道整備 完了 維持  
 交通安全 町 実現 
 水道利⽤ 効率化 節水実現 
 生活道路 健全 維持保全 
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第 章 特徴あ 3 地区  

 

河内町  

 

 

 

生板⼩ 

河内中 

⼩ 

⾦江津中 

⾦江津⼩ 

旧⻑竿⼩ 


